
Title 西洋教育思想の移入と実践・小史 : 明治日本における
Sub Title A brief history of introduction and practice of western educational thoughts : in Meiji

Japan
Author 田中, 克佳(Tanaka, Katsuyoshi)

Publisher 慶應義塾大学大学院社会学研究科
Publication year 1975

Jtitle 慶應義塾大学大学院社会学研究科紀要 : 社会学心理学教育学 (Studies in sociology,
psychology and education). No.15 (1975. ) ,p.53- 59 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論文
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00069

57X-00000015-0053

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その
権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic
societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the
Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


西洋教育思想の移入と実践・小史

一明治１１本にお｜ナる－

``ABriefHistorvoflntroductionandPracticeofWestern
￣

EducationalThoughts-inMeijiJapａｎ，,

田’'１克佳

Ktlrtsf`yOs肱ｎJ》zaAFa

たといわれる。欧米で行われている教育についての考え

方がごく簡単ながら翻訳・紹介された｡'）

ついで明治４年文部筒が設置されると，これが，わが

国文教の府として，西洋教育思想啓蒙の中心に位するこ

とになった。維新後10年代までは，仏・英・米文化の模

倣時代といわれるが，数行の実際的知識に関しては英米

の教育011ﾄﾞが｢|ＩＤであり，なかでも当時翻訳刊行された西

洋教育iIiの大半が，文部省関係者のアメリカ接近によっ

て，アメリカの教育書となった。こうして，ペスタロッ

チーもスペンサーも，アメリカを介して導入されること

になったのである。

大人の雛型としてではなく，子供を子供ながらに価値

あるものとみなし，子供の自然仁則して教育することを

主張して，近代教育思想に画期的人物となったフランス

の啓蒙思想家ルソー（Jean-JacquesRousseau、1712-

1778）のわが国への紹介・導入は，フランス繭命の政治

思想的先駆背として行われ，「日ltl民権運動」の思想的支

柱となったが，わが国教育思想に関する影響は，ペスタ

ロッチーを介した間接的なものであったといわれる｡2）

そのペスタロッチー（JohanHeinrichPestalozzi，

1746-1827）については，幕末期すでに名前・嚇業など

知らていた3）というが，lUj治iii則お雇い外|刊人・文部省

翻訳刊行物などを通じて，主としてアメリカ経由のペス

タロッチー主義が紹介・導入されたのが，なかでもペス

タロッチー教育思想のわが国への普及は，リ]治８年「師

範学科取調ノ為」アメリカに派遣され，１１年相ｌｊｉｌ後して

帰朝ののち，ともに東京l111jImi学校に奉職した高嶺秀夫・

伊沢修二に負うところが大きいとされる。とくに高嶺

まえがき

明治42年（1909）沢柳政太郎（1865-1927）は，『実際

的教育学』を出版して，ヘルパルト派の教育学，ヴィル

マン．ベルゲマン．ナヘルプ聯の社会的教育学，モイマ

ン．ライ等の突験教育学，さらに我国の教育学者の教育

学といった，従来の教育学は，すべて非科学的で一家の

私見を述べたにすぎず，またあまりに空漠で，実際と没

交渉であることを批判して，教育の事実を学校教育に限

定しながらも，事実の科学的研究に基づいた，実際の教

育と交渉しうる教育学を提唱した。

のちに，この沢柳を創立者として始められることにな

る，いわゆる大正新教育の代表ともいうべき成城小学校

では，沢柳のこの精神に基づいて，いろいろな実験的研

究が行われた。

しかし一体，沢柳のこのような批判を受けることにな

ったわが国の教育界の動向は，どのようであったのか。

「教育」についての反省的理論をほとんど欠いていたと

いわれるわが国に，西洋の教育思想が移入・紹介され，

そうした新知識に刺激されつつ展開された教育実践の具

体相は，どのようなものであったのか。本稿は，日本近

代の教育の通史的理解の試みの一環として，llfl治測]にお

けるそのような教育思想と，新しい教育実践の動きを辿

ってみることに，その目的がある。

第一章明治20年代以前

幕末から明治初年にかけて西洋教育思想の紹介に｢ＩＩＩＣ

的な役割を果したのは，福沢諭吉ないし慶応義塾であっ
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準備として，個人生活・社会生活の発展に寄与する知識

（科学的知識）の獲得とこの知識を使用する能力の形成

に教育の役割をみたのであった｡,〕スペンサーは，教育

方法に関してはペスタロッチーの原理に立つものであっ

たが，科学的知識の教育的価値認識という点でペスタロ

ッチーを一歩前進させた－人であった。しかし科学的知

識についてのこのような理解は，結局わが国には，はい

りえていないといわれている｡

これも主としてアメリカ経'二|｣で導入・紹介されたとい
せき

ｵうれるが，なかでも明治13年の文部省刊・尺振八訳『斯

氏教育論』（スペンサー教育論の繍訳）は，とくに広く読

まれ，自由民権運動の高揚期にして12年自由教育令．１３

年改正教育令という時代背景の中て，自由教育論として

歓迎されたのであった。明治18年には『自由教育論』（矢

野煩太郎）という書名の抄訳本も出ているが，前述の尺

の訳書はⅢ自由思想の弾圧と共に絶版になったという。

スペンサーは，自由民権運動との関連もあって広く読

まれはしたけれども，その教育説が教育界に潮流をつく

るまでには至らなかった。結局10年代の教育界に－つの

流れをつくったのは，先述のペスタロッチー主義であっ

た。しかもこれとて，問答法という形式だけの謬透に堕

し，その欠陥が痛感されると同時に，あらたに体系的教

育理論への要求が育ちつつあった。

明治20年代に入ると．憲法発布・国会開設を控えての

政府指導邦のドイツ接近を背景にﾛ生活・文化もまた，

旧来の仏英米との関係からドイツへの接近へと急旋回し

ていった・きたるべき天皇制国家体制における新しい教

育を指導すべく，伊藤博文の依頼に端を発して，ドイツ人

エミール・ハウスクネヒト（EmileHausknecht，1853-

1927）が東京帝国大学文科大学の教育学・独逸文学の教

官として派遣されてきたのは，明治20年１月のことであ

る。（同年９月より授業開始。４年後帰国｡）

このハウスクネヒトを介して，科学的教育学の創始者

といわれるヘルバルトの教育学説がわが国にも導入・紹

介され,'０）－時はヘルバルトでなければ夜も日も明けぬ

ほどの熱狂をもって迎えられることになった。

「教育学はその目的を実践哲学（倫理学）に仰ぎ，そ

の方法を心理学によって示され，これ等両者を通じてま

た経験に依存する」とするヘルバルトは，その実践哲学

において，純粋に無意志的・無制約的な賞讃あるいは非

難の判断である美的判断（あるいは直観的判断）に基づ

いて，われわれの意志の他の意志に対する基本的な関係

性を，次の五つに要約して示し，道徳の根本概念はすぺ

でこの五つでつくされるとした。すなわち，内面的目

5４

は，アメリカにおけるペスタロッチー主義教育運動の中

心であったオスウイーゴー師範学校に学び，またそのほ

かにもペスタロッチー主義に触れる多くの機会に恵まれ

ての帰朝であった｡5)伊沢6)もまた，その学んだペスタロ

ッチー主義普及に力をつくしたが，明治15年には，留学

中の教育学の講義ノートをもとに，日本人最初の「教育

学』という書名の著書を刊行している。

東京師範学校を中心とするこのペスタロッチー連動

は，「開発教授」という標語のもとに広く普及されるこ

とになる。この「開発教授」の実際的教授方法としての

普及に最も貢献したといわれる教授方法書は，高嶺・伊

沢に学んだ若林虎三郎(東京師範学校教諭）・白井毅（同

附属小学校訓導）編纂の『改正教授術』（明.１６刊）であ

るが，そこにみられる「開発教授」は，生徒に実物を提

示（実物教授）して，それに関する問答（問答法）によ

って授業をすすめる形式と把握され，この形式が全教科

に適用されるといった，全くの形式化が生じているな

ど，本来のペスタロッチー主義からは，ほど遠いもので

あった。

しかしともかくも「開発主義」教授法は，明治10年代

後半から20年代はじめにかけて，わが国教育界を風醜す

ることになるわけであるが．その現場における実際は，

「開発教授の声到る処として間かざるはなきに至（略）

れども筆意単に開発教授の声を拡布せし迄に止まりて未

だ開発教授の精神を拡布せざる､のなり」(明治19年大Ｆ１

本教育雑誌)7）といった状態であった。既定の教科内容

を注入する場所としての学校体制と権威主義的師弟関係

・学問観の伝統に身を置いていた当時の教師たちは，教

育の原点としての感覚的にしてかつ自ら成る精神として

の児童とか，児童を自主・独立の認識へと導く（このこ

とが，結局は社会改革の要諦）ための根本原理としての

直観教授（｢感覚的直観から明瞭なる概念へ｣。そのため

の一つの方法としての実物教授)8）といった理解に達す

べくもなく，単なる問答法，つまり既定の教授内容を注

入する方便として実物を提示し問いを発して生徒に答え

させること，が開発教授であるという形式的受け取り方

以上には出ることができなかったのである。

このペスタロッチー主義の本格的導入が行われはじめ

た10年代のはじめには。スペンサー（HerbertSpencer，

1820-1903）も，わが国に紹介されている。その『教育

論』は，教育の目的は我々にとっての根本問題である

「如何に我々の全才能を我々及び世人の利益となるよう

に用うぺきか－つまり，如何に完全に生活すべきか」

を教えることにあるとして．このような完全な生活への
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として，しかも単なる形式として普及・受容されること

になった。

ハウスクネヒトが，高等尋常両中学校教且養成のため

に明治22年設けられた東京大学文科大学特約生教育学科

で講じた教育学は，上述のケルン（Kern）の教育学にも

とづくものであったといわれている，この特約生であっ

た谷本iiHi・稲、求松ら，あるいは文科大学生として講義

を受けた湯原元一ら'1)の活動が，この後Ⅲ]治24年頃から

約10年間にわたる（明治２７．８年がヘルバルト主義紹介

・導入のピークとされている)，わが国教育界における

ヘルパルト主義全盛の原動力となるのである｡'2）

とくに谷本は，ヘルパルトに心酔し，『実用教育学及教

授法』（Ⅲ1.27入『科学的教育学』（明.２８）を著わして，

ヘルパルト主義紹介に活曜している。後著において谷本

は，ヘルパルトの五道念に儒教の徳'-1，信・知・仁・礼

・義を配当したり．教育勅語の徳'二|との対照を示したり

していることは有名であるが，ヘルバルト主義に対する

このような受容の仕方が，その隆盛への一因ともなった

といわれている。

またヘルパルトの|ﾉﾘ段階教授説は，その後弟子たちに

よって五段階に膿閲され！そのうちのラインによる展開

一予Ｉｌｌｉｊ・提示・比較・概括・応)UのＨｆ段|糟教授法がわ

が国に伝えられたが，やがてわが'１１では予備・提示・応

用の三段階にまとめられて，後々までの影響力をわが教

育界にもつことになった、

ペスタロヅチーの「直観から概念へ」の精神を承けて，

表象力学（心理学）という理論的背景に基づいて展開さ

れたヘルパルトの四段階説ないし弟子による五段階調

は，したがってこれまでにない科学的・体系的教授論で

あったから，この導入はわが国の教授IH1iiiiiを大いに進展

させたといえるわけであり。前述したこのような理論へ

の要求を背景に，これもその隆盛への－１月であったと考

えられるが，現場における実際は，ペスタロッチーの開

発教授受容の場合同様，その精神を失して，「－単元の

教授内容を)11(理にでも五段階に分節して教案をつくり，

国家によって定められた小学校教則大綱の内容を生徒た

ちに注入伝達すること｣'3）に堕したのであった。

由，完全性，好意，正義．公正（五つ道徳的理念〔道

念〕)。道徳的判断の対象は，意志であって，行為ではな

いとしたからである。こうして「教育の一般的目的は，

子供の志念に於ても行為に於ても，道徳的五理念をして

生命あるものたらしめるにある」としたヘルバルトは，

道徳性こそ教育の目的であるとし，知見の潤養（教授の

任務）と意志の陶冶（訓練の任務)，なかんずく後者す

なわち品性（意志における不変性）の陶冶こそ教育の窮

極の任務と考えた。

こうしてヘルパルトみづから経験した児童の直接的観

察をもとに表象力学（心理学）（意志も感情も含めた精

神生活の唯一の根源としての表象及び表象の集合として

の思想圏及び既存の表象と新来の表象との統覚作１１１によ

る力学的連合といった考え方から構成されている）を創

始し，これを蕊礎に教授論が組み立てられることにな

る.

ヘルパルトは道徳性という目的達成の方法論に，管理

（道徳的知見極養に先だって，たとえば蝶け馴すなど教

授のための準備をすること）・教授・訓練の三細''１を設

けたが，なかでも教育に資する教授（教育的教授）の重

要性は，ヘルパルト自ら認めるところであった。そして

この教授とは．要するに子供が就学以|、の経験と交際に

よって．すでに打している思想圏から出発して，教育の

窮極目的たる徳の概念にまで達せしめることであった。

しかしヘルパルトは，教授のより近い目的として「興味

の多面性」という概念を持ち出す。それは要するに，一

方で表象や感情やの多様な内容と関係し，他方それら多

様な意識内容を統一する人格の統一性（個性）を意味し

ている。こうしてこの多面性の陶冶の方法原理が，何塙

な教授段階説ということになる。それは,明瞭一連合一

系統一万法という四段階からなっている。すなわちある

与えられた表象は，まずこれを明瞭に把握し，類似の表

象と任意に連合させ．さらにこれを論理的に系統づけ，

方法的に応用することによって，はじめて多面性を獲得

することになる。（以上，主として稲富栄次郎『ヘルパル

トの哲学と教育学』に依った｡）

ヘルパルトの教育学説は，以上のような極めて体系的

なものであった、しかしその導入・紹介は，主としてヘ

ルパルト学派の教育学（ケルン・リンドネル・ラインの

教育書が最も多く読まれ，なかでも湯原元一訳『倫氏教

育学』は，とくに広く読まれたという）を通じてであり，

加えて日本人による普及活動の中て，本来個人主義的性

格の濃い，また極めて体系的なその教育学説は，あるい

は，国家主義的変質を加えられ，あるいは単なる教授論

第二章明治30年代における新しい動向

やがて30年代に入ると，このヘルバルト主義運動に対

する批判が二つの方向から現われてきた。一つは，もと

もとへルパルト教育学が個人を基礎に構成されているこ

とに由来する方向で，国家的・社会的見地を強調する立

場からの批判であり，「社会的教育学」と称されるもの
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有機体説も，そのための一つのステップの役割を果した

とみられる。しかしこれら社会的教育学の所説は，具体

的教授論にまでの展開はみず．教育の現場は，いぜんと

してヘルパルト主義の教授法に依って行われたのであっ

た。

②「自学輔導」

ヘルパルト主義批判のもう一つの方向，すなわちわが

国へルパルト主義運動の陥入っていた形式的教授段階説

（主義）を批判して，児童の自発活動を主張し、いわゆ

る「活動主義」教育を高唱したのは，東京高等師範学校

教諭，樋口勘次郎である。明治32年公にしたその『統合

主義新教授法』は，ヘルバルト学派のチラー・ラインら

によって展開され，のち「アメリカ進歩主義教育の父」

といわれるフランシス．パーカー（F､WParker,1831-

1902）の理論の一つの基礎をなした「中心統合法」に示

唆をえて生まれたとされるが，その主張は，「予の信ず

る教授の主義に於て最も重要なるは，生徒の自発活動仁

よりて教授せざるべからずというにあり。自発活動と

は，「|身より発する活動という義にて，他より干渉せら

れて，受動的に発するものに対するの名なり｡」「児童が

家庭に於て智識を収得する様を見るに，花を)i』ては其名

を問ひ，器物を見ては其用を間ひ，変化を見ては其の原

因をとび自己の満足を得るまで質問して止まざるなり

（略）此れ自発活動による学問の好適例なり。（略）学校

の教授は全く之に反し，問ふものは教師にして生徒は之

に答ふるのみ（之れを開発教授と称せらる）独教師活動

して児童は受動の地位に立たしめらるるを以て，其の活

発な活動性もいつしか衰弱して研究心に乏しきものとな

りをはる。加之厳重なる管理の為に活動を剋制せらる

るにより，生徒は遂に進取の気象に乏しき，因循姑息の

人となるに至る。実に現今の小学校教育の多くは児童の

活動性を殺しつつありといふも決して証言にあらざるな

り」（樋口『統合主義新教授法』）という引用にほぼうか

がうことができるであろう。

この『新教授法』は，教育界にかなりの反響を喚び起

し，一時流行となった模様であるが，明治32年樋口の欧

州翻学への出発（滴三カ年）に加えて，「活動主義」をた

んに児璽をかってに遊ばせておくことといった現場にお

ける誤解などもあって，３０年代｢'1頃には，運動としては

終息したといわれている。しかしこの時期，樋口と相前

後して師範学校を卒業した人びとの中から，後の新教育

運勅の代表者の何人か（野口授太郎一明治27年高師

卒，児童の村小学校創立者。及川平治一明治30年宮城

県師範卒，動的教育論。木下竹次一明治31年高師卒，

5６

である。もう一つは，これも本来へルパルト教育学のも

っていた児童中心的・児童の自発活動を重視する鯖神

が，日本においては五段階教授法という方法的形式主義

として受容される中で全く失われていることに由来する

批判であり，これこそのちの新教育運動の源流とされる

ものである。

①社会的教育学

前者の先頭を切ったのは，それまでへルパルト主義紹

介の中心となって活蝿していた谷本富である。彼は，ド

イツにおけるヴィルマンの社会的教育学説を基本とし，

その他参照して．明治31年『将来の教育学一一名１K|家

的教育学卑見』というi僻を公刊して，この運動の端緒と

なったといわれる。そこで谷本は，「国家的教育学と云

ふものは一国の維持と繁栄とを目的とせる教育を説くも

のである｣』4）と述べた。もっとも谷本自身は，明治33年

欧州留学に出発し，アメリカをまわって36年帰朝後は，

こんどは．後者を－歩進める方向で寄与することにな

る。

３０年俶代社会教育学説として，わが１１１に知られるように

なった学説は，ヴィルマン(OttoWillmann,1839-1920）

・ペルゲマン（Bergemann、1862-1946）・ナトルプ

(Natorp,1854-1924)・シュライエルマツヘル(Schleier‐

macher，1768-1834）などのものであるが，なかでも当

時のわが国の教育学界に受け容れられて主流をなしたの

は，ペルゲマンのそれであった。それは，社会有機体説

を基調とした経験科芋的立場に立つものであり，たとえ

ば「教育の目的は畢寛ただ人をして己れの全力を種族の

保存及び完成の翼賛に１Mひしむる様になすにある。教育

が生理学及び生理学に基づける倫理学を基礎とすればよ

く此目的を達することができる」（ベルゲマン箸・熊谷

五郎訳『股近大教育学』明．３６Ｐ､218)'5）とするもので

ある。

３０年代は，日清戦争後から日露戦争へと国家主義的思

潮が高揚した時期であり，国家的・社会的見地からする

教育学の展開に，このような時勢との照応をみることが

できるであろう。３０年代中期には，熊谷五郎・吉田熊次

（ベルゲマン箸・熊谷訳『社会的教育学』明．３５･吉田

箸『社会的教育学講義』明．３７）などを先頭に，Ilil家主

義的社会的教育学がわが教育学界に－つの潮流をつくり

出し,30年代後半には,ヘルバルト主義思潮にほぼとって

かわるまでになった。４０年代に至って国家の指導理論と

して積極的に利用されることになる「家族国家観」の一

つの基調が。社会有機体論にあったことは周知のことと

思うが，ベルゲマンの社会的教育学の基調をなした社会
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思想が主唱され，欧米において広く読まれ，日本でも明

治39年大村仁太郎によって『二十'11:紀は児瀬の世紀』と

して抄訳・紹介されている。

谷本は，留学中にこれら新学校・新知識について見聞

し，ｎｉｊｌｌ然として大格する所あり，一切の１日学を捨て去っ

て」（｢自学の(昌道者として」大・８）'7）帰朝後，「自学

illlli禅」主義を毛張し，新毅育運動の先駆とされるにいた

っている。

その主lliは，まずかれの『新教育ilW義」（|U]・３９刊）に

ｵｦいてなされ，これは新教育運動への画期的著作とな

った、そこで谷本は，「私の云ふ新教育の大主義」を，

｢[11家主義にも個人主義にも偏せず，何事も過不及なく，

天理に11頂ひ自然に１１Ｉって寛厳宜しきを得，以て児童の心

身を発達せしめ個人として国民として立派ならしむる」

（谷本講述『新教育講義』明.３９Ｐ、110）ことといっ

ている。つまり，原理に関していえば，「新教育とは自

然に随ふ教育である，自然に背いて居る教育は皆旧教育

であ」り，その目的に関していえば，「新人物」「活人物」

をつくるということにある。いうところの「新人物」「活

人物」とは，たとえぱたんなる忠孝道・武士道を越えた

人物である。それは，「随分銭も大Mjにし，生命も大事に

するが，別して人|H1の人間たる品格を重んじ」る「紳士

道即ちゼントルマンシップ（略）独逸の語で云うデル，

モデルネ，メンシ」に帰せられるものである。こうして，

その「教授の原則」として提Ⅱ目したのが，「生徒を輔導し

て自ら学ぱしむる」ところの，いわゆる「自学輔導」主

義であった。谷本の新教育思想は，このほか，『系統的教

育学綱要』（明.４０刊)，『新教育者の修養』（明.４１刊）

などに，詳述されている。谷本の「新教育」の主張は，

さきに触れたような当時における世界の新教育運動の日

本における実現をめざしたものであったが，なお当分の

間は，わが国教育界に実を結ばなかった。しかし大正期

の新教育運動の推進者たちに与えたその影響は歴然とし

ており，谷:太自身，以後も文筆を通じて啓蒙活動を続け

たのであった。しかしこの新思想にはらまれていたはず

の「児童の自然に川する」（児童１''心・児Wrの自己活動

の騨重・自由主義など）という教育原理をどこまでも貫

き皿すところまからくる教育実践及びそのための研究・

理論構成への可能性は，教育勅語を背景とした国家の要

求する臣民といった教育的人間像（教育の目的）実現へ

の単なる方法（教授方法）への転落，との緊張関係に立

っていたのであり，結局，その後展開してくる運動の実

際は，大体において，主として教授方法上の問題として

展開したといえるであろう。そして大正期新教育運動の

西洋教育思想の

学習論・合科教授。樋口長市一明治32年高師卒，自学

主義｡）が出ていることは，樋口の創り出した流行の影

響ということを考えなければならないであろう。そして

この意味で樋口が，後の新教育運動の源流とされるわけ

でもある｡'6)ただ樋口'41身は，欧州留学から帰った後は，

「活動主義」をまったく説かず，もっぱら国家社会主義

・教育｢１１営論の主眼者となったという_，

こうして樋口の児童中心的・自由主義的教育連動は，

明治36:(１２留学から帰った先述の谷本富によってうけつが

れることになる。

谷本が留学中見聞した欧米ではり新しい教育運動が展

開しつつあった。すなわち，旧来の伝統的教育に対して，

近代の社会生活に即応した新しい教育が試みられ，とく

に児童の自主性・自発性を尊重し，自己活動を強調する

ための「作業」という考え方が採り入れられたいわゆる

「新教育」運動が展開されつつあったのである。

この種の「新学校」は，まずイギリスに出現した．

1889（明治22）年創設のセシル・レディー（CecilRedie，

1858-1932）のアポッツホルム(Abbotsholme）の学校が

それである．それはまた，都塵を離れた１１]園生活に環境

を求めることから「田園教育舎」ともよばれる。ついで

この学校を視察して帰国したドイツ人へルマン・リーツ

(HermannLietz’1868-1919）は，１８９８（明治31）年ベ

ルリン郊外に「ドイツ｢(1園教育舎」(DeutschesLander‐

ziehungsheim）を設立して同様の教育を行い，翌1899

（明治32）年には,息子をアポッツホルムに留学させて新

しい教育の必要を悟ったフランスの社会学者ドモラン

(J､EDemolins,1852-1907）によって,パリ郊外に「ロー

シュの学校」（L，EcoledeRoches）が設立され，フラン

スにも新学校が出現するにいたっている。このドモラン

の著した『新教育』(L'EducationNouvelle,1898)から，

谷本は，「新教育」という概念を得たといわれているが，

これは，明治35年慶応義塾訳『独立自営大国民』として，

日本にも翻訳・紹介されている.一方アメリカにおける

同様の新教育への動きを代表するシカゴ大学の実験学校

が，デューイ（JohnDewy,1859-1952）によって創立さ

れたのが1896（明治29）年である。この実験学校での経

験及びその教育観を述ぺたデューイの『学校と社会』

（TheSchoolandSociety､1899）のわが凶における翻訳

も，上野陽一によってﾄﾘ｣治34年になされている。

この『学校と社会』刊行と同じ1899年，スウェーデン

の教育思想家エレン・ケイ女史（EllenKey,1849-1926）

の『児童の世紀』（1899刊。英訳本TheCenturyofthe

Child，1900．独訳本1902｡）が出て，徹底した児童Ｆ１二l心

移
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問題点も限界も，ここにあったといえよう。 訳ではあるが，内lIllH二訳・「ルーソー原著」『＝ミ

ール教育論』(洛陽堂，東京）が大正11年に刊行され

ている。大正13年には，仏語原著からの完訳本『ニ

ミイル」が，平林初之輔・柳[Ⅱ泉の訳によって，春

秋社から刊行されている。

３）中野著述「オランダから流入したペスタロッチ教育

法｣。

４）多数の生徒に，F1Ⅲiに一定の教材を与えて教授を行

う一斉教授法が，お胚い外国人スコット（Scott,Ｍ・

皿､1843-1922）によって，明満５年９月から，東京

師範学校ではじめられた。そこには，実物教授法の

考え方も認められたが，結局は形式化し，「『読物』

で授けられた教科111についての記憶をたしかめるた

めの発問応答として解釈され，まったく暗記注入の

一便法と化した｡」（佐藤秀夫「近代教育の発足」，掛

波講座『現代教育学』第５巻，所収）

また，Ⅲ)治10年頃文部省から刊行された翻訳書，

たとえば『加爾均氏庶物指数』（明治10年）（カルキ

ンズCalkins,Ｎ､Ａ、1822-1895)，『塞児敦氏臓物指

教』（ﾘj満11年）（シニルドンSheldon,Ｅ､Ａ､1823-

1897゜かれは，アメリカペスタロヅチー主義運動の

一つの拠点オスウィーゴー師範学校長であった｡）

などによって，オスウィーゴーにおけるペスタロッ

チー主識教授法が紹介された。この際は，「単語図」

を用いた教授法の紹介によって，庶物を実地・実物

について教えるという「庶物指教」の教授法の普及

,謬迩がもたらされたが，一つの教授理論としての

本格的侈入は，明給11年以後の獅嶺・伊沢らの活動

による，とされている。（稲垣忠彦、『明治教授理論

史研究』昭・４ＬＰＰ、５１－３に拠る｡）

5）帰朝後,｢}j微は，ジビiホノット（Johonnot，Ｊ、1823-

1888）の著作に拠って講義し，またその著蚕の翻訳

刊行（『教育新論』Ⅲ]治18.19。“Principlesand

PracticeofTeachin9,,,1878）等により，ペスタ

ドコッチ一主義の紹介・普及につとめている。ペスタ

ロッチーは，直観原理を核とするそのすぐれた教授

理論にもかかわらず，その具体的展開においては，

当時のいわゆる近代満科学とその結びつきを欠いて

いたといわれるが，ジョホノヅトは，この近代科学

との結びつきという点で，ペスタロッチー教授論を

さらに前進せしめえていたといわれるが，この期の

日本における紹介は,そこまでの理解には達しえず，
教授の技術として行われえたにすぎなかったといわ

れている。この書は，明治10年代に最も広く普及し

た教授理論書であったという。（稲垣，前掲醤）

6）マサチューセッツ州のブリッヂウォーターHlli範学校

に学ぶ。｜｢１校は，ペスタロッチー主義にもとづく理

論，方法の研究を推進していた学校として有名であ

る。（同iliLP、５４）

7）吉田熊次『本邦教育史概説』大．１１，ｐ423。
なお，次のような報告もある。

（教師住々にして）「開発教授卜云へパ無限ノ開発
ニシテ教室内二於テハ決シテ教師ヨリ授クペキモノ

ニ非ズ万噸万物一カラートマデ開発セントシ其甚ダシ

結び

Ⅲ]治期末には，在来の学校を不満として，新しし､||f代

に対処すべくいくつかの私立の「新学校」が誕生し，そ

れらは，大正期新教育運動の実践的な先駆とみられてい

る。例えば，｜]本済美学校・私立帝国小学校幼稚|刺・成

践実務学校などがそれであり，引き続きこれらについて

も言及しなければならないのであるが，許容紙数が尽き

たので割愛する。

また，明治末期に導入・紹介され，その後のわが|H1教

育学界及び教育実践に寄与するところのあった，ドイツ

を｢''心にした実験教育学の思想や芸術教育思想などにつ

いても，言及する必要があるのであるが，同じ理由によ

って割愛する。

姓

1）たとえば､福沢諭吉『凹洋事情」（初編＝慶応２イド，

外編＝慶応３年)。小幡篭三郎撮訳『lI1T洋学校ilﾘL範」

（明治３年）等。

2）桑原武夫編『ルソー』（1962)，ｐｌ８４ｏこの理解の

適否については，さらに実証的研究をまたなければ

ならないが，璽要な教Ｔｉ１Ｕ想家の一人としてのルソ

ーへの関心は，決して小さいものではなかったよう

に思われる。ルソー教育i満の移入・紹介にかかわっ

て，寓目に触れたものを掲げておく。

わずか40字ほどの叙述ながら，はやくもりl治３年

刊の,上記小幡甚三郎『西洋学校軌範』に,その紹

介を承ることができる。（｢ロセー」と記してある｡）

明治26年刊，能勢栄耕『内外教育史』（金港Iit，

東京）は，１４ページをさいて，その略伝，『エミー

ル』各巻の要約，批評を載せている。

さらに，叫治30年刊，菅学応（緑蔭）訳『児iif教

育論』（文遊堂，東京）は，「仏国文豪ルッソオ元署」

と付記している。これは，『エミール』摘要醤（糖３

巻までの）（原著仏謝）の英訳本からの翻訳である。

明治32年には，山口小太郎・島崎恒五郎共訳『エミ

ール抄』（0N発社，東京）が刊行されているが，ＵＩ治

３３年刊大村仁太郎箸『児童燭弊諭』（精華書院，東

京）には，『エミール』の名とほんの一部ながらその

内容への言及があり，明治39年刊石川栄司編『増補

改訂教育学灘解説」（初版，明治33年）にも，『エミ

ール』への言及がある｡明治43年刊伊賀駒吉郎『日

本教育学』は，かなりの理解にもとづいてルソー批

判を行っているという。大正２年10月刊の三iWi関造

択『人生教育エミール』（隆文館)は，３力jjのIHIに６

版を重ねているという。（伊賀，三iiljについては，松

田道雄「日本の幼児教育とルソー」，桑原武夫綱『ル

ソー諭集』1970,所収による｡）

『＝ミール』の完訳本としては，英訳木からの鮒
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の祖述)，山口小太郎訳述『教育精義』，沢柳政太郎

・立花鉄三郎訳『格氏普通教授学」（以上，ケルンの

船介・翻訳)，フロェリヅヒ・岡田五兎訳『科学的

教育学｣。湯原元一『普通教授新諭」も刊行されてい

る。

２６ｲfb-湯原元一訳補『llii氏教育学』，稲垣未ｌｉ公訳

『鱗氏普通教育学｣，（以上リンドネル）立花鉄三郎

･沢l1jll政太郎訳『格氏特殊教育学』,国府寺新作訳

『ケルン教育学』（以上ケルン），その他プリンス箸

・江口高邦i調『独逸の学校教授法及び組織』，能勢

栄演述『ヘルベルト主義の教育説」等も刊行されて

いる。

ついで谷本富等をはじめとする，２７．８年のへ'レ

ベルト主議紹介・導入のピークを迎える。

なお，この期わが国へのヘルパルト王義導入に

ば，このヘウスクネヒト系とは別の，もう一つの系

統があって，それは野尻精一を端緒とする高師系の

ものであったといわれる。それは，ハウスクネヒト

系の教授理論としての導入とは性格を異にする，実

用(I9な教授法としての導入であったとされている。

これらの二系統のうち理論としての方に，３０年代に

入ると退潮しかわって教授法としての力が定着し

たといわれる。

野尻は，１９１F文部大臣森有礼に選ばれて，師範教

育振興のためドイツに留学。帰国後，高師教諭，つ

いで教授。なお野尻以後，高師から教育学分野での

ドイツ派遣留学が，つづいたという。（以上，稲垣，

前掲書に拠る｡）

13）土屋忠雄ほか編「概説近代教育史」昭．42.

14）吉IjI熊次，iij掲書，Ｐ､579.

15）堀松武一『日本近代教育史」昭.４０Ｐ,280.

16）悔恨悟「日本の新教育運動」（東京教育大学教育学研

究峯編『日本教育史」金子書房，所収。ｐｌ７９）

17）Ｆ１学奨励会編『自学主義の教育』大.８，ｐ、７。（悔

恨，前掲書Ｐ，１９０，所引）

キハ文字点画ノ結構ヨリ其読方ヲ開発セントスルニ

至ル然シテ此等へ面ヨリ真正ノ開発ニアラズシテ其

弊害タルヤ純粋ナル注入教授法二超エ時間ヲ徒費シ

生徒ノ脳裡ヲ撹乱シテ五里霧｢''二桁:標セシユ我盈ヲ

シテ彼教師ハー時間中何事ヲ教へタルカ彼生徒'､如

何ナル知識ヲ得タルカヲ疑ハシム'Ｌ二至ル」（－１行

宍県を〕M(視した黒田定治の報告「地ﾉﾌ学事｣，『東京

茗溪会雑誌』５８号）（稲垣，iiij掲書，Ｐ、１０９所リ|）

８）以上，長田新「ペスタロッチー教育学｣，昭.９，に

拠る。

９）Spencer,Ｈ､：EducationlntellectuaLMoraland

Physical,1861,Ｎ.Ｙ・（岡本仁三郎訳『数育諭』，玉

川大学出版部，昭・３(肌

10）ヘルパルト及びヘルベルト派の教育L砿のわがILIへの

紹介もはやくから行われている。

小幡甚二郎『PLi洋学校軌範」（明・３），ツエケー

ル箸・村岡範為馳訳『平民学校諭路」（明.１３)，国

府寺新作『独乙聯邦普魯西国教育新史』（明.１９）な

どには,ヘルベルトヘの言及があるし，甫守謹吾口述

『心性開発教授要論』（明.２０)，和久正辰『教育学

講義」（明.２０）などには，ヘルペルト派の主張のり｜

用紹介がなされている。しかしその本格的紹介・導

入は，ハウスクネヒト来朝以後である。

（以｣二，稲垣，前掲書，Ｐｌ).147-8及びＰｌ５２の

注に拠る｡）

11）特約生は－lnllIiしりであったが，以上のほか山'二I小太

郎，本荘太一郎，松井簡治，米山久彌，福島本勝，

菅沼岩蔵，木村牧，荒井甲子即，岡山五兎，［H中義

五郎の計12名が,翌23年７月業を率えている。この

時，教育史・教育学・教授法の講義・教育学演習・

実地授業等の指導を受けたという。なお，沢柳政太

郎，大瀬甚太郎，湯原元一，尾原亮太郎等は，文科

大学生としてハウスクネヒトの講義を受けた。（稲

垣，前掲書，ｐｌ４８)。

12）明治24年以降活発化するヘウスクネヒト門下による

ヘルパルト派の紹介の主要なものとして，

24年一能勢栄訳『根氏教授論｣，本荘太一郎訳ﾄﾞlli

『俄氏新式教授術」（米書より翻訳)，大瀬甚太郎『教

育学」（ヘルバルト主義にもとづく）が刊行されて

いる。

２５年一本荘太一郎述「教授法』（ケルンの教授学
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